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昨年の秋、当院では２つの病棟で、新型コロナウイルスによるクラスター感染が発生いたし

ました。職員への感染も広がり、入院中の患者さんにはその期間、大変なご迷惑をおかけしま

した。今回、ちょうど１年目にあたることもあり、感染対策委員会主導による、新型コロナ発

生時の、初動対応の訓練を実施することとなりました。 

クラスターになった場合、当該病棟もゾーニングなどで大変なのですが、他部署のスタッフ

も、初動セットの物品を病棟に運んだりする役割があり、病院全体としての訓練となりました。

３つの病棟で訓練を行ったため、他のスタッフはいずれかの訓練に参加することとなり、大掛

かりなものとなりました。 

発熱患者さん発生からの報告に始まり、指示受け、検査、陽性患者となってからの初動対応

について、報告連絡ルートの確認、病棟・感染委員・他部署のスタッフの動きを、各フローチ

ャートに沿って実践しました。感染対策委員 

を含め、病棟・他部署のスタッフ全員が、真 

剣な表情で訓練に参加していました。 

やはり、昨年の大変な経験があるからこそ、 

またいつ起こるかわからないクラスターに対 

処できるようにとの、想いがあったためだと 

感じました。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9月 8日に山口県精神科病院協会の研修会が開催されました。コロナ感染対策として、今年も現地

と WEB配信のハイブリッド型での開催となりました。 

当院の会場では、看護部長、薬剤師、作業療法士など計 8 名が参加しました。今年の演題は山口

県内の精神科病院から、各病院の感染対策や、精神科病院における疾患別リハビリテーションにつ

いて等多岐に渡る内容の発表がされました。また、特別講演として奈良県の信貴山病院ハートラン

ドしぎさんの徳山院長先生による『抗精神病薬の選び方～他職種で重要なコミュニケーション～』

についての講演がありました。今年は新人職員の参加も多く、他院の様々な取り組みや貴重なお話

を聞くことができ、学びの多い研修会になったと思います。今回の研修会で得た知識を、当院や当

地域の精神科医療に活かしていきたいと思います。 

 

９月７日（木）に、水消火器を使用した消火訓練を行いました。 

訓練では消火器の操作要領や注意事項、火災時の適切な使用方法の説

明を防火管理者が行い、職種関係なく消火器を使用できるよう参加者

３２名全員が火に見立てた目標に向け、消火器を使用しました。 

今年は雲ひとつない空のもと、暑い訓練となりましたが、皆万が

一に備え対処できるよう真剣に訓練に取り組んでいました。 

  

 

10 月より当院での防府高校衛生看護専攻科の精神看護臨地実習

が始まりました。今年はフェイスシールドを使用せずマスクと基本

的な感染対応で実習を行います。 

実習では一般科と違い症状や患者さんの困りごとが見えにくい精

神科実習に戸惑いを感じる場面も多いようです。 

毎日実習指導者が計画を聞き、観察のポイントや看護計画立案への

アドバイスを行っています。短い実習期間ですが、患者さんとのか

かわりの中で精神科看護のエッセンスを感じとってもらえればと思

います。 

コロナ禍により、面会について 1 日 2 枠までの制限を設けておりましたが、感染状況を考慮しま

して現在の 2枠から、4枠へと増枠いたしました。しかし、未だ完全に制限を撤廃し、自由なご面会

を実施できていない状況で、皆様にはご不便をおかけしております。引き続き感染対策を行いなが

ら適切な対応を取ってまいりますのでご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 
従来の面会枠（2枠） 

①14：00～②15：00～ 

新しい面会枠（4枠）9/19～ 

①14：00～②14：30～③15：00～④15：30～ 

※詳しくは当院ホームページでご覧ください。 
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